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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、自己成長を促進するための有用なフィードバックを引き出す要因を
明らかにし、体系的にモデル化することにあった。データ駆動型とナレッジ駆動型アプローチを融合させ、フィ
ードバックの質を向上させるための評価項目を開発し、フィードバック誘起支援システムを構築した。このシス
テムは、フィードバック受容プロセスにおける学習者とフィードバック提供者間のインタラクションを支援す
る。さらに、フィードバックの受容感度や個人特性を考慮した数理モデルを提案した。学術的意義は、フィード
バックの質を高めるための体系的な知見を提供した点にあり、社会的意義として、生涯学習の充実に寄与するこ
とが期待される。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify the factors that elicit useful 
feedback for promoting personal growth and to systematically model these factors. By integrating 
data-driven and knowledge-driven approaches, we developed evaluation criteria to improve the quality
 of feedback and constructed a feedback induction support system. This system supports the 
interaction between learners (i.e., feedback seeker) and feedback providers throughout the feedback 
reception process. Additionally, we proposed a mathematical model that considers feedback reception 
sensitivity and individual characteristics. The academic significance lies in providing systematic 
insights to enhance the quality of feedback, contributing to the development of educational 
theories. Socially, it is expected to contribute to the enrichment of lifelong learning by promoting
 learners' active learning through high-quality feedback.

研究分野：教育工学

キーワード： フィードバック　フィードバックシーカー　生涯学習スキル　探求の共同体 (CoI)　データ駆動型アプ
ローチ　ナレッジ駆動型アプローチ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、自己成長のために有用なフィードバックを引き出すモデルを開発し、データ駆動型と知識駆動型アプ
ローチを融合して探求した。学術的意義として、データ駆動とナレッジ駆動の両アプローチを用い、フィードバ
ックの質を高めるための体系的なモデル化と評価項目の開発、ならびにフィードバック誘起支援システムの構築
が挙げられる。社会的意義は、学習者が主体的かつ建設的なフィードバックを得ることで、生涯学習を促進し、
個々の学びを支援することにある。さらに、フィードバックの受容プロセス全体を整理し、多様な学習環境での
応用可能性を広げた。本研究は、教育の質向上と社会的な学びの場の充実に貢献することが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 社会に適応し、⼈⽣を豊かに過ごすために⽣涯を通じて学ぶことが推奨されている。⾃⼰成⻑
を促すためには主体的に⾃律的に学ぶことが重要である。個⼈での学習に加え、社会的な学習の
場で、⾃⼰のやっていることに対し客観的に多様な視点からフィードバックを受けることで, 新
たな気づきやアイディアに繋がり発展や改善の機会になる。従来の研究では、適切なフィードバ
ックの提供⽅法など、提供する側に焦点化したものが多かった。 
 研究開始当初の学術的背景を、主に、(1)フィードバック研究、(2)データサイエンスによるア
プローチから整理する。 
(1) フィードバックの研究は、すでにソーンダイクの効果の法則(Thorndyke, 1911)にも表れて

おり、⾏動主義の観点からも多くの研究がなされてきた。教育・学習の理論の発展とともに、
研究の焦点や観点が変化してきたが、他のテーマと⽐較しても、研究の件数は⾼く維持して
おり、フィードバックは学習において重要な要因の⼀つであることを⽰している。近年では
フィードバックの種類とその効果について整理されたフィードバックモデル(Hattie & 
Timperley, 2007; Hattie & Gun, 2010)が開発された。また、学習段階、フィードバックレベ
ルと⽬的のマトリック(Brooks ほか, 2019)なども提案された。フィードバックレベルには、
タスク、プロセス、⾃⼰調整があり、改善したいレベルによって、フィードバック提供⽅法
を変える必要があるとされた。体系的にフィードバック提供⽅法に関する知⾒が蓄積されて
きていたが、その多くは、教育⼼理学などナレッジ駆動型アプローチによる研究、テキスト
マイニングや数理モデルなどを活⽤し事象を明らかにしようとするデータ駆動型アプローチ
による研究のどちらかに偏っており、両アプローチによる融合的な研究となっていなかった。
また、⽣涯教育においても良質なフィードバックにより成⻑が促されるため、受容者側が建
設的で良質なフィードバックをもらうためのフィードバック誘起要因を学術的かつ体系的に
整理する研究は重要であるが、研究開始当初では、関連研究はほとんど⾒つからなかった。 

(2) テクノロジーの⾰新により、教育の分野においても、ビッグデータの利活⽤が進められ、デ
ータ駆動型科学アプローチが紹介された。データ駆動型アプローチとは、仮説や⾒識をデー
タから⽣成する⽅法(Kellingほか, 2009)で、これまで、教育分野でとられてきた研究者や実
践者の感覚や観察から仮説を⽴て検証する⽅法をナレッジ駆動型アプローチ(Kitchin, 2014)
とし区別された。データサイエンティストの中には、データのパターン分析により真実が明
らかなるため、教育的な仮説検証などは不要になると提⾔する者(例えば、Prensky, 2009)も
いたが、多くの研究は、⽂脈、教育のデザインなどの観点が⼗分ではなかった。データから
導き出されたパターンを教育的に意義のある形で解釈するためには、データ駆動型だけでな
く、ナレッジ駆動型が必要(Goda, 2019)であり、これらを融合することで、より信頼性が⾼
い理論やモデルが開発できると考えた。 

 
２．研究の⽬的 
 本研究では、⾃⾝の成⻑のために有⽤なフィードバックを誘起するために必要な要因を明ら
かにし、体系的にモデル化することを⽬的とした。成⻑のために必須なフィードバックをいかに
引き出すことができるかについて、データサイエンス(データ駆動型アブローチ)と経験・観察・
既存の理論やモデル(ナレッジ駆動型アプローチ)を組み合わせ探索した。研究範囲は、学習者と
フィードバック提供者の 1 対 1 の場⾯だけでなく、研究会やゼミのように学習者と複数のフィ
ードバック提供者がいる 1 対多の場⾯を対象とした。また、フィードバックをもらう場⾯だけで
なく、その前後の要因も含め、動的・静的なフィードバック誘起要因を同定した。本研究では、
フィードバックの提供者からの働きかけだけでなく、フィードバックを受容する学習者からの
働きかけにより、より質の⾼いフィードバックを誘起する⼿法を提案することを⽬指した。 
 
３．研究の⽅法 
 研究⽅法として、研究プロジェクトメンバを⼤きく２グループに分類した。データ駆動型アプ
ローチを主にとり各種データの分析を通して数理モデルやアルゴリズムの開発、フィードバッ
ク誘起⽀援システムの設計を⾏うシステム班と、ナレッジ駆動型アプローチを⽤い、⽂献や実践
などからフィードバック誘起モデルの提案を⾏うモデル班に分けた。定期的に研究の進捗を確
認し、全体会議で、各アプローチからの研究成果を共有し、融合し、主に４つの研究成果を導い
た。４年間の研究期間の進め⽅は以下の通りである。 
 研究初年度の 2020 年度では、⼤学における研究ゼミ、授業設計と実践を踏まえ[1]、フィード
バックの授受でフィードバックシーカー(フィードバック要請者)とプロバイダー(フィードバッ
ク提供者)間で考慮すべき点を、発表前、発表中、発表後のプロセスで体系化した。学習の各種
調整理論などを参考にし、フィードバックシーカーのレディネスについて、含むべき変数とその
収集法や測定法などについて検討した[3]。質の⾼いフィードバックの授受を⽀援するシステムの
基礎となる機能等を開発した。フィードバック授受では、その場で受けるフィードバックの質を
⾼めるための⽅略のほかに、授受するフィードバックを実際に⾃⼰の学習に役⽴てるための⼯



夫を促すような機能についても議論を重ねた。ラーニングアナリティクスの研究⼿法について
も調査を進め、データを活⽤した学習⽀援について検討を⾏なった[25][26][27][28]。 
 2021 年度は、2020 年度の成果をふまえ、さらに各提案内容の精緻化を図った。2020 年度、
2021 年度では、⼤学における研究ゼミ、授業実践を踏まえ[5][14][15]、⾃⾝にとって良質で建設的
なフィードバックを誘起するために必要な知識や態度について検討した[21]。また、フィードバ
ックの質を測定するための項⽬について体系化を進めた。データ駆動型アプローチに関しては、
フィードバックシーカーのレディネスについて、発表準備状況だけでなく個⼈特性もふまえ数
理モデル案を試作した[18]。また、必要なデータ収集の⽅法を含む、フィードバックの誘起および
利活⽤を促進するための⽀援システムの開発も進めた。研究成果の汎⽤性を⾼めるために、2021
年度からは、海外の研究者とも共同を本格的に開始した。 
 2022 年度では、開発を⾏ってきたモデルや評価項⽬、学習⾏動について、海外の研究者とも
連携し検証を進めた[7][16][17]。さらに、協調学習デザインのフレームワークである探求の共同体
(Community of Inquiry; CoI)[29]や社会情動的学習(SEL) [20]を活⽤し、フィードバックし合うこ
とにより学び合うコミュニティのデザイン⼿法について検討を⾏った[11][22][23]。また、対象者を
拡⼤し、フィードバックシーカーの資質について、⽣涯学習を必要とする社会⼈[2][6]や⾼齢者に
対しても調査を開始した。さらに、研究のフィールドを拡張し、VR[4]や安全教育[8]などについて
も検討した。データ駆動の観点から、フィードバックシーカーのレディネスについて、発表準備
状況だけでなく個⼈特性もふまえた数理モデル案の開発を進めてきたが、2022 年度ではさらに
データの種類を増やし精緻化を図った[19]。また、必要なデータ収集の⽅法を含む、フィードバッ
クの誘起および利活⽤を促進するための⽀援システムの開発と改修を⾏った。 
 本研究プロジェクトの最終年度である 2023年度では、これまでの研究成果を統合し、フィー
ドバックの授受におけるフィードバックシーカーとプロバイダー間での建設的なフィードバッ
クを誘起する要因について体系的に整理した[9][10][12][30]。探求の共同体に関する海外の研究者を
招聘し、グループ学習において学習効果を⾼めるための⼿法や、学習コミュニティにおけるイン
タラクションによる有効なフィードバック誘起についても検討した[31]。また、開発したフィー
ドバック誘起⽀援システムの有効性の検証を⾏った。 
  
４．研究成果 
 本研究の成果物として、主に以下の４項⽬が挙げられる。(1)フィードバック誘起モデルの体
系化、(2)フィードバックの質評価項⽬の開発、(3)フィードバック誘起⽀援システムの開発、(4)
フィードバックを誘起するためのレディネスのアルゴリズムの提案を⾏なった。 
(1) フィードバック誘起モデルでは、フィードバックをもらう準備段階から、フードバックを授

受する段階、もらったフィードバックを活⽤する段階の、フィードバック授受の⼀連のプロ
セスを整理した。フィードバック受容者と複数のフィードバック提供者を想定し、プロセス
の中でのインタラクション、認知と⾏動、情意などを整理した。 

(2) フィードバックの誘起において、フィードバックの質を判断する必要がある。そこで、フィ
ードバックの要因などを整理し、評価項⽬の⼀覧としてまとめ、有識者による妥当性の検証
を⾏なった。 

 
(3)質の⾼いフィードバックを誘起するための

レディネスを整理した。フィードバックをも
らうための具体的な準備やフィードバック
を受容するための感受性などについても含
む (図 1参照)。 

(4)フィードバック誘起⽀援システムというこ
とで、データの収集と分析、フィードバック
の質を⾼めるためのフィードバック誘起⽀
援システムを開発した（図 2 参照）。同期⾮
同期のコミュニケーションの記録、フィード
バックへの反応の記録と可視化、フィードバ
ック活⽤のためのコンセプトマップ作成⽤
の機能など、統合的な⽀援システムを開発し、
形成的評価を⾏なった。 

 研究成果を広く公表するために、積極的に学会
発表を⾏ってきた。また、熊本⼤学 eラーニング
連続セミナーの開催[32][33]、⽇本教育⼯学会春季
⼤会において⾃主企画による研究シンポジウム

を⾏った[13]。国際的に研究成果を公表するために、国際学会での発表を⾏い、関連するジャーナ
ルへ論⽂投稿を⾏った。 
 
 
 
 

図 2 システム画面例：発表者の共有画面, 
グループチャット, リアルタイム発言[13] 
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図 1 FB 受容の感度による違い[13] 
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